
令和７年度
「女性医師支援•ドクターバンク連携 近畿ブロック会議」

令和7年10月11日

奈良県医師会
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良き医療人育成プログラム(6年一貫教育授業科目) 令和6年度
• 1年生（必修） 次世代医療人育成論
「奈良県の男女共同参画」 奈良県子ども・女性課課長の講演
奈良県医師会は奈良県男女共同参画推進サポーターに参加

• 2年生（必修） ロールモデルを探す
平成28年度以降、奈良県医師会会長、奈良県医師会理事、奈良県医師会
所属男女医師が講演
「医師会の役割について」 奈良県医師会理事 樋上謙士 先生
「医師の多様性」 山内醫院 院長 山内 優美 先生

• 3年生（必修） 私のキャリアパスⅠ
• 5年生（必修） 私のキャリアパスⅡ

奈良県立医科大学医学科におけるキャリア教育/
男女共同参画の理解を深める教育/ダイバーシティ推進を考える教育

※令和6年10月20日「令和6年度女性医師支援・ドクターバンク連携近畿ブロック会議」資料より2



樋上謙士理事の講演
抜粋

樋上謙士理事 講演と小テスト
一部抜粋 (令和6年5月17日実施)

※令和6年10月20日「令和6年度女性医師支援・ドクターバンク連携近畿ブロック会議」資料より3



山内優美院長 講演とグループワーク
一部抜粋 （令和6年5月17日実施）

医学科2年生によるグループワークの一例

※令和6年10月20日「令和6年度女性医師支援・ドクターバンク連携近畿ブロック会議」資料より
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◆医師の男女共同参画、女性医師支援に関するアンケート調査

「奈良県医師会男女共同参画推進事業ワーキンググループ」の取組の一環として、
全会員を対象に標記調査を実施中。本調査は、会員の男女共同参画ならびに女性医
師支援に関する活動状況を把握し、これらの問題に対する意識を理解することで、県
内医療従事者のワークライフバランスや職場環境の改善に役立てることが目的。

≪主な調査内容≫
Ⅰ．回答者属性…年齢、性別、勤務形態、診療科、勤務時間など
Ⅱ．出産・育児に関する実態…必要な支援、育休の取得状況など
Ⅲ．介護に関する実態…介護の状況、介護休暇の取得状況など
Ⅳ．ワークライフバランス…仕事と家庭の両立に重要なものなど
Ⅴ．年収と満足度…社会的地位への満足度など
Ⅵ．その他…医師会への希望、ロールモデルになる医師の照会など

※回答期日 令和７年１０月末
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“奈良県医師会では、今後も県内の医師や医学生、県民の皆さまに

役立つ女性医師支援活動を継続していきます”

奈良県医師会男女共同参画推進事業ワーキンググループ
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